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4R$�R$構ղମのڥෛՙΛେ෯ܰ͢ݮΔղମ工法
γϛζɾΫʔϧΧッτղମ工法

Ԟ　ࢁ　৴　തɾେ　֞　　　തɾኍ　　　　๛

ղମࣄのڥ負ՙ減と期ॖをਤり，ղମࣄの中で૽Իやค͡Μなどのڥ負ՙが最も大͖い
とߟえΒΕる，SR$�R$ 構物ղମをରとしてはॳΊての，ղମシステム法を構築した。

本ղମ法は，௨ৗの破ػࡅによる，คࡅ・破அ法ではなく，ج本的には，部ࡐをブロッΫஅし，
Ϋレʔϯなどでஅ部ࡐをり降Ζしてղମする法とした。

本ղମ法にお͚る中৺ٕज़として，பや大ྊを効的にஅする，「Ϋʔϧカットシステム」（以下「本
システム」という）を։発し，実ࡍの現でஅূݕをߦい，効果の֬ೝをߦった。

本稿では，本システムのઆ明を中৺に，本ղମ法について報告する。
キーワード：建築，அػ，ղମ，ۥମ，ブロッΫ，அ，ϫイϠιʔ

1．はじめに

現在の建築物のղମ法としては，高層以上のమࠎ
建築物については，మࠎのΨスஅなどによる，ブ
ロッΫஅ方法もద用さΕつつあるが，௨ৗは，S（మ
ίϯے，మ（ίϯΫリʔトےమࠎమ）$，SR（ࠎ
Ϋリʔト（R$）をわͣ，破ػࡅを用いた，破அ・
คࡅ法をద用している。௨ৗの破அ・破ࡅ法は，
施ίストもൺֱ的安ՁなたΊ，多く用さΕては
いるが，૽Իやৼ動，ค͡Μも多く，ࣄの安全性を
ؚΊ，課題の多いࣄとなっている。

本ղମ法は，上هのڥ負ՙ減などの課題にର
Ԡをਤり，また，特に，SR$ 建築物ղମにおいては，
ったものߦ法として։発を期ॖ効果も૿大する
であり，அ方法や部ࡐのอ࣋など૯合的なݕ౼を
$った，SR$�Rߦ 構物ղମ͚としてॳΊての
ղମシステム法である。

2．従来の解体工法の課題

ैདྷの破ػࡅによる，破அ・คࡅ法においては，
。のような題が༗る࣍

（1）粉じん，振動，騒音などの環境負荷
大ܕ破ࡅॏػによる破அ・คࡅ方法のたΊ，ค͡Μ

が多ྔに発生し，また૽Իなども大͖くなり，近ྡに
マϯシϣϯやϗテϧなどが༗るڥでは，࣌ۀ࡞間の

制ݶなどが発生する合が༗る。ֶߍやපӃ近ลで
も，ಉ༷の題が発生する合が༗る。現पลのਗ਼
ۀ࡞など，現の負ՙも高くなっている（写真─1）。

また，ղମした部ࡐのൖग़回ऩは，ۀ࡞階͔Β地上
階までのࣗ༝མ下方ࣜでߦうのが一ൠ的であり，その
にߋ。のৼ動や૽ԻもՃわるࡍ SR$ 構の合，大
がඞཁとػࡅの破ܕうたΊ，大ߦの破அもࡐ部ࠎమܕ
なり，ॏۀ࡞ػによるৼ動も大͖い。

このようなڥ上のରࡦは，現ࠜカόʔなど
をઃ͚る方法もߟえΒΕるが，අ用が高ֹになる可能
性があり，またৼ動のように͖͗Εない題もる。

（2）工程上の課題
ఔ上も，特に SR$ の合，మࠎの破அやผ

などで手間取り，1' たり，S や R$ ղମఔ
が 5 ～ 7 日であるのにରし，9 ～ 12 日をཁするなど，

特集＞＞＞　建築

写真─ 1　従来の破断・粉砕解体工法
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。ఔ上の課題も༗る

（3）更なる作業安全確保の課題
คࡅ・破அするࡍ，খさなΨラの͔͚Βでさえも，

にނࣄ現͔Β֎にམ下した合，ॏ大な第三者ۀ࡞
௨͡る可能性が༗り，十なۀ࡞ཆ生ܭըによる安全
֬อがߋにٻΊΒΕる。また，SR$ 部ࡐの合，破
をసさせるたΊ，సࡐにて，பஅ後，部ػॏࡅ
のࡍ，部ࡐが֎部ଆམ下するނࣄが༗るなど，ҙ
をཁするۀ࡞となっている（写真─ 2）。

また，大ܕ破ࡅॏػがۀ࡞চ上でۀ࡞をߦう，階上
ղମの合，চ補強ཆ生がॏཁとなる。

そのଞ，คਖࢭ用の์ਫが，現֎の第三者にඈ
とࣄΊΒΕるٻすることもあるなど，安全֬อがࢄ
なっている。

以上のओな課題のରॲとして，的をઃఆし，ୡ
成するたΊの։発方をઃఆした。

3．目的と開発方針

（1）目的
本ղମ法は，ैདྷղମ法にお͚る課題を౿ま

え，ओに下هの的で։発をߦった。
ᶃڥ負ՙを減する。
・ค͡Μ，ৼ動，Ψラඈࢄ，૽Իを減する。
にお͚る，$02ࣄ・ ഉग़ྔを減する。
ᶄ地上ۥମղମ期をॖする。
ᶅղମۀ࡞安全性を上する。

（2）工法開発の基本方針
本ղମ法։発においては，上ه的のୡ成をਤ

り，下هの௨り，։発ج本方をఆΊた。
ᶃڥ負ՙの減

SR$�R$ 構部ࡐをஅして，部品をղするよ

うにղମする「ブロッΫஅ方ࣜ」を࠾用し，多の
大ܕ破ػࡅによるคࡅと破அ͔ۀ࡞Βのసをਤる。

また，அした部ࡐなどഇࡐは，Ϋレʔϯでり降
Ζし，ৼ動や૽ԻのݪҼの一つである，ղମۀ࡞階͔
ΒのΨラやഇࡐのࣗ༝མ下による，ैདྷの回ऩۀ࡞を
ഉআする。
ᶄ期のॖ

効的なஅۀ࡞のたΊ，ର部ࡐஅຖに，最ద
なஅ手ஈをબし，そΕΒのϕストϛッΫスをਤる。

特に，SR$�R$ 構のபや大ྊを高に，安全に
அするシステムを新たにద用する。また，Ϋレʔϯ
Քಇを高Ί，効的にղମ部ࡐをൖग़する方法を構
築する。
ᶅղମۀ࡞安全性の上

அによる部ࡐղମをߦうことにより，破࣌ࡅのί
ϯΫリʔトΨラなどのඈࢄを͙。また，பなどのҾ
͖しۀ࡞を不ཁԽし，ۀ࡞安全性を上させる。

চ上にΨラなどのۀ࡞，によってۀ࡞には，அߋ
ແい，Ϋリʔϯなڥۀ࡞を࡞り，安全なۀ࡞スϖʔ
スを֬อする。

4．本解体工法概要

法システムをղମ，͖ͮج本方にج法։発の
─法֓ཁਤを，図ըした。ղମܭ 1 にࣔす。

ओなஅػցなどの構成ٕज़は，࣍の௨りである。

（1）解体部材撤去・搬出用クレーン
ղମ部ࡐのఫڈや用する֤छԾઃࡐػのӡൖのた

Ί，Ϋレʔϯをઃ置する。施݅により，λϫʔΫ
レʔϯなども用いる。

写真─ 2　大型破砕機による柱・大梁部材の引き倒し状況

図─ 1　本解体工法概要図

本解体工法
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（2）本システム
அ手ஈの中৺ٕज़として，பや大ྊஅ用に։発

した。ԡりϫイϠιʔػ構とपลඞཁػ構を一ମԽ
したஅ装置「Ϋʔϧカット」（以下「本அ装置」
という）を，ϕʔスマシϯである༉ѹシϣϕϧ・アʔ
ムઌに装උしたものであり，அඞཁなݸ所খܕ
༉ѹシϣϕϧにより，ۀ࡞һ 1 名で؆୯にҠ動してઃ
置可能としたシステムである（写真─ 3 。（রࢀ

（3）引き切りワイヤソー，及びウォールソー
นや階ஈஅ用としては，ϫイϠιʔとして௨ৗ

用さΕている，Ҿ͖り方ࣜのϫイϠιʔ（写真─ 4）
やΥʔϧιʔを用する。

（4）道路カッター
চஅ用として，用する。

（5）各種切断部材保持サポート
最近，多くࣄ例報告さΕている，S のブロッΫ

அղମ法の合，Ψスஅを用して，మࠎஅが
可能であり，安Ձに早くۀ࡞で͖る。このたΊΫレʔ
ϯにஅ部ࡐをֻ͚ۄしたঢ়ଶで，ۀ࡞һがりし
た部をりམとす，りり方ࣜでも，Ϋレʔϯは
࣌ػ間もগなく，上͛ఫڈが可能である。

とこΖが，SR$ 部ࡐの合は，Ψスஅを用いる S
部ࡐղମとҟなり，早くりりをߦうことが不可
能である。このたΊ，அした部ࡐをอݻ࣋ఆするඞ
ཁが༗り，ର部ࡐຖに特घอ࣋αϙʔトやブラέッ
トを࡞する。

5．本解体工法の目標

SR$�R$ 構物をରとする本ղମ法のඪを
まとΊると，࣍の௨りとなる。

（1）環境負荷の低減
ᶃคਖ・૽Ի・ৼ動の発生を大෯に減
・คਖྔ：20ˋ以上減（敷地ڥ界）
・૽Ի　：20ˋ以上減
・ৼ動　：40 ～ 50 E# をθロԽ
ᶄ $02 ഉग़ྔを 30ˋ以上減
（大ܕॏػ減などによる）

（2）工期の短縮
・SR$ （900 N2�'）の合，地上ۥମղମαイΫϧ

ఔ
　　9 日 �'　ˠ　6 日 �'
・地上ۥମղମ全ମとして，10ˋ以上ॖ

以上のඪをઃఆし，Ϟσϧ現をઃఆして，法
システム施のৄܭࡉըをߦった。

6．本解体工法の施工手順

֤階のղମۀ࡞は，下هの手ॱでߦう。
ઃఆしたϞσϧ現にお͚るۀ࡞シϛϡレʔシϣϯ

ঢ়گ 3% ਤ例を，図─ 2 にࣔす。

写真─ 4　引き切りワイヤソー

写真─ 3　本システム

図─ 2　3Dによるサイクル工程シミュレーション図
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（1）床・小梁の切断と撤去
চ൛のղମについては，ಓ路カッλʔを用して，

அをߦう。அのલには，চ൛をり上͛るたΊの
り上͛ブラέットを取り͚る。

খྊは，Ҿ͖りϫイϠιʔでஅし，চ൛とڞに
Ϋレʔϯにてఫڈをߦう。

（2）壁・階段の切断と撤去
นと階ஈは，ج本的には，Ҿ͖りϫイϠιʔで

அする。அにおいてはブラέットなどでอ࣋をߦう。
現݅により，Υʔϧιʔも用いる。

（3）大梁の切断
大ྊは，ࠓ回։発した，本システムにてஅをߦう。

ϕʔスマシϯの༉ѹシϣϕϧにより所ఆの位置にҠ動
し，அ部に本அ装置をηットしஅする。அ࣌
は，αϙʔトやԾઃՍによりอ࣋をߦう。

（4）柱の切断
大ྊとಉ͡く，本システムでஅする。本அ装置

は，大ྊの合͔Β，90 回˃సさせஅをߦう。
பஅ࣌は，ࣼ Ίαϙʔトなどར用しอ࣋しておく。

（5）部材の撤去・搬出
அした部ࡐは，ۀ࡞階͔ΒΫレʔϯで地上階に

り降Ζし，ൖग़トラッΫにより中間ॲཧにӡͼ，খ
ׂりผを効的にߦう。

，ったߦ法の中৺ٕज़として։発をに，本ղମ࣍
本システムについて，報告する。

7．本システム　概要

（1）本システムの主な構成
本システム֓ཁਤを，図─ 3 にࣔす。
ओな構成は，࣍の௨りである。

（B）本அ装置
ԡりܕϫイϠιʔをඋえ，ඞཁとなる関ػ構（ϫ

イϠιʔのۦ動ػ構やྫྷ٫・ચড়・คਖࢭ用の高ѹ
ਫग़ػ構など）を一ମूԽしたஅ装置である（図
─ 4，写真─ 5）。

ϫイϠιʔは，༉ѹϞʔλʔによりۦ動さΕ，ઌ
の྆のシʔブの間でஅରをஅする。

ϫイϠιʔが組みࠐまΕた࡞動フレʔム全ମは，Ψ
イドレʔϧにԊって，༉ѹϞʔλʔにۦ動さΕてલਐ
し，シʔブ間のର部ࡐをஅする。さΒに，྆の
シʔブのうͪ，ยଆはݻఆࣜであり，ยଆはલ後方

にスライドする。
動フレʔム全ମがલਐして，所ఆの位置までஅ࡞

して，最後にҠ動ࣜシʔブଆがલਐして，全にり
͖る方ࣜである。

大ྊのஅॱংを，図─ 5 にࣔす。அ中には，
அਐߦにい，அ໘にΫαϏをଧࠐΉ。

また，安ఆしたஅを可能とするたΊ，装置ઌに
は，部ࡐػ࣋構をઃ͚た。

なお，本அ装置のૢ࡞は，ϕʔスマシϯӡస੮に
装උしたλッチύωϧでૢ࡞をߦい，࡞動フレʔムの
ਐߦ位置などஅঢ়گも，֤छηϯαʔにより，λッ
チύωϧにදࣔさΕる。
（C）ϕʔスマシϯ
༰қに本அ装置をҠ動して，அର部ࡐに位置

図─ 3　本システム概要図

図─ 4　本切断装置概要図

写真─ 5　本切断装置
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ܾΊ・ઃ置し，また，ۀ࡞のࡍのྗを༰қにಘるた
Ί，༉ѹシϣϕϧ（0.25 N3）をར用し，アʔムઌ
に装උさせて，Ҡ動やઃ置ۀ࡞をߦわせる。こΕΒの
һۀ࡞はۀ࡞ 1 名でߦう。

また，ϕʔスマシϯには本அ装置࡞動用の༉ѹϢ
χットを装උする。

（2）本システムの特長
本システムの特徴をまとΊると，࣍の௨りである。

（B）ϫイϠιʔのҠ動とઃ置ۀ࡞のলਓԽ・高Խ
௨ৗ，多く用さΕるҾ͖りܕϫイϠιʔにお͚

る，ۀ࡞所でのෳۀ࡞者によるϫイϠιʔۦ動装
置の組立ݻఆやҠ動ۀ࡞にൺ，ۀ࡞者 1 名による
ϕʔスマシϯを活用したҠ動とઃ置になり，ஈ取り効
が上した。

この方ࣜにより，大ྊのような高所でも，༰қに効
ྑいஅが可能となった。
（C）அ中のஈ取りସえ効Խ
அ中のϫイϠιʔ࡞動調は，ԕִ調ૢ࡞によ

り効的にߦえる。また，ྫྷ٫ਫ供څも，高ѹਫग़
ϊζϧ͔Βの供څにより，効的にߦうことがで͖る
（D）அの安ఆԽ
本அ装置ઌに装උした，部ࡐ࣋装置により，

安ఆした࢟でஅをߦうことがで͖る。
（E）ߋなるஅۀ࡞の安全性֬อ
௨ৗのҾ͖りϫイϠιʔ方ࣜにൺ，ϫイϠιʔ

の࡞動ྖҬが，本அ装置࡞動フレʔムのൣғにݶΒ
Ε，࡞動フレʔムにはཆ生カόʔがઃ͚ΒΕているた
Ί，ϫイϠιʔがສ一Εた合でも，֎部にͶ上
がるݥة性がແくなった。

また，ۀ࡞所पลのཆ生も，あまり手間をֻ͚ͣ
にߦうことが可能となった。

8．本システム実証施工結果

（1）実証施工対象部材
こΕまでのとこΖ，本ղମ法全ମとしての施実

はແいが，本システムについては，SR$ 構のղ
ମۀ࡞所と R$ 構のղମۀ࡞所にて，実ূ施を
。ったߦ

SR$ 構の合，அしたபの༷例を，図─ 6

にࣔす。大ྊは，1000 ʷ 500（NN）のஅ໘ੇ法で，
H ᴷ 800 のమࠎが用さΕていた。

また，பの施ঢ়گを写真─ 6，大ྊஅঢ়گを写
真─ 7 にࣔす。

本システムによる実ূ施により֬ೝした効果を࣍
にまとΊる。

（2）確認した効果
（B）ڥにやさしいஅۀ࡞を実現
ᶃ૽Իを，24ˋ減

図─ 5　大梁切断順序

図─ 6　切断実証施工　柱仕様

写真ー 6　柱切断状況

写真─ 7　大梁切断状況



�� 建設機械施工 Vol.65　No.11　November　2013

ᶄৼ動を，΄΅θロに減
ᶅค͡Μも，पลڥとಉ等レϕϧ
（減ˋ所内では，90ۀ࡞）　

（C）அۀ࡞を高Խ
ᶃ SR$ ப　ஈ取りとஅ： 50 
ᶄ SR$ 大ྊ　ஈ取りとஅ： 35 
以上のように，௨ৗのҾ͖りϫイϠιʔにൺ，

30 ～ 60ˋのஅ࣌間のॖを֬ೝした。
また，700 ʷ 400（NN）の R$ 構大ྊの合，

 20 でஅۀ࡞をߦった。
以上は本システムの実ূ施݁果であるが，全ମと

しての本ղମ法についても，ಉ༷に，的とした
。えるߟ期ॖは֬อで͖ると改ળやڥ

9．今後の展開

改ળを֬ೝした，本システムద用ڥ，回։発しࠓ
により，ࠓ後，ڥ負ՙ減をඞཁとする٬ސχʔζ
にԠえてい͖たいとߟえている。特に，පӃやֶߍ，
マϯシϣϯपลなど，メリットを生͔して，ຬ͚
る施を提供で͖Εとߟえている。

間の制࣌ۀ࡞，改ળによりڥ，所にとってもۀ࡞
も減さΕるなど，施ཧの໘でも制が減さ
ΕるとߟえΒΕ，ค͡Μ発生などがたりલとなって
いる，現在の破ࡅ法͔Βのసによるٴ効果も֬
ೝしたいとߟえている。

10．おわりに

謝辞
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ް，໘をआりてࢽ，者֤位には関ࣄしてのࡍに
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